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日本周辺海域の海洋地質調査活動

昭和54年度の白嶺丸による調査航海

井上英二･本座栄一･眉原文案

(海洋地質部)

1経緯

地質調査所海洋地質部は昭和49年4月より54年3月ま

で5ケ年計画で特別研究｢日本周辺大陸棚海底地質

総合研究｣を実施してきた.この研究を通じてわれ

われは日本周辺海域全般の海底地質の概要を把握すると

ともにいくっかの沿岸の海域について表層堆積物の分

布や海底地質の詳細を明らかにした.その成果は第1

区および第1表のように縮尺100万分の1広域海底地

質図および縮尺20万分の1海底地質図･表層堆積図

にまとめられまた個々の調査航海の結果は速報的にク

ルｰズレポｰト(航海報告)としてそれぞれ公表されて

いる.これらの成果物は海底石油･カスｰ探査の参考資

料として関係機関･企業に活用されているぱかりでなく

水産･土木関係その他各方面からも利用されている.

この特別研究の目的はそれまで断片的にしかわかって

いなかった日本周辺の海底地質の状況を総合的にとらえ

て地質図として具体的に提示し日本列島･縁海を含む

大陸縁辺部の地質構造を明らかにすることにあった.

技術的に見た場合とのような調査方法をもってどのよ

うな海底地質図を作成するかが最大の問題であった.

従来わが国では海域によっては海底地質の概念的注図

は存在したが本格的狂海底地質図はなかった.表層

堆積物のたんなる分布を示す底質図はあったが堆積物

の形成順序･堆積物の組成･堆積物の運般過程等を読む

ことができる堆積図はなかった.われわれはこの特別

研究を通じてこれらの図の作成技術を一応確立したと

考えている.

2.54年度以降の計画

これに続く特別研究として昭和54年度から｢日本周

辺大陸棚精密地質研究｣が開始された.これは前特別

研究で大きく把握した海底地質を細部にわたってさら

に詳しく調査研究しその成果を縮尺20万分の1海底地

質図･表層堆積図にまとめ公表して海底鉱物資源はじ

め各方面に海底地質に関する基礎的情報を提供するこ

とを目的とする.実施は海上保安庁水路部発行の｢大

陸棚の海の基本図｣の区画に従ってその海底地形図を

利用しつつ行うことになっている.この区画は全部で

80ありこれを調査しつくすのには現在のぺ一スでいく

と20年近くかかる計算になるがさしあたって5か年
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これまでに出版された海洋地質図の範囲数字は第1表

の海洋地質図番号に対応

沖Bは隠岐諸島周辺

伊豆･小笠原海城

A-Dは準備中Aは紋別

Cは日本海中部海城Dは

第1表海底地質図出版一覧

No.】甑島周辺海域海底地質図1/20万

No.2対馬一五島海域表層底質図1/20万

No.3相模灘及付近海底地質図1/20万

No.4相模灘及付近表層堆積図1/20万

No.5紀伊水道南方糠底地質図1/20万

No,6紀伊水道南方表層堆積図1/20万

NoI7琉球島弧周辺広域海底地質図1/100万

No,8西南目本外帯沖広域海底地質図1/100万

No,9八戸沖表層堆積図1/20万

No.10八戸沖海底地質図1/20万

No.11日本海溝･千島海溝南部および

その周辺広域海底地質図1/100万

No.12西津軽海盆表層堆積図1/20万

No.13対馬海峡及び日本海南部広域海底地質図1/100万

No.14北海道周辺目本海及び

オホｰツク海域広域海底地質図1/100万�
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間は第2図のように主として日本列島の太平洋岸の区

画を順次調査していくことになろう.ただし社会的･

経済的二一ズの状況変化によっては多少の変更もあっ

て他の海域の区画も取り上げることになるかもしれ板

レ､､

計画初年度の本年は伊豆･小笠原周辺全海域の調査

と八丈島周辺の予備調査研究で費やされた.本海域は

全面積75万良m2におよぶ広大な海域で200カイリ経済

水域新島の出現海底石油天然ガス資源賦存可能性

など問題の多い海域でありしかもこれまでに詳しい

調査は一部を除いて実施されていない.実をいうと

本海域は前特研の初年度白嶺丸就航の第2回目の航海

で20日間予察的に概査されたものである.しかし

その後研究の進展にともなってさらに詳細に調査を

行う必要が痛感されるようになりまたその重要性が

最近増大してきた.新特研初年度に本海域を取り上げ

たのはこのような理由に基づくものである.
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3.調査航海の概要

本年度の調査航海は伊豆･小笠原海域において4月か

ら8月まで3回合計100日間･白嶺丸(金属鉱業事業団

所有)を使用して以下のように実施された.

GH79-24月16目一5月15目硫黄島･小笠原周辺海域

GH79-35月28目一7月6目小笠原･鳥島周辺海域

GH79-47月13目一8月11目八丈島周辺海域

調査方法は側線間隔15カイリを原則として本海域の海

嶺と海権をほぼ直角に横断するように物理探査測線を設

定し(第3図)特に地質的･地球物理的に重要な場所で

はさらに側線間隔を狭くして音波探査(エアガン)重

�

形50,49
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囮既調査海域笠

〆圃鍵饗1灘原

海

数字は年度域

第2図新特別研究｢日本周辺大陸棚精密地質研究｣の調査計画

力･磁力探査を実施した.重要地点ではソノブイを使

用しての屈折法探査を行いまた地殻熱流量測定を深

海底において試験的に実施した.ロックコアラ大型

海底試錐機を使用して海底岩石採取を行いまた深海

底や海溝底でピストンコアラによる柱状堆積物採取を実

施した.場所によってはフリ』フォｰル･グラブ(写

真1)およびカメラによる礫マンガンノジュｰル採取

と海底撮影を併用し調査航海最後の1週

フリｰフォｰル･グラブ(左)とこれに取付けたカ

メラによる海底写真(右)水深3,135血の有孔座砂

底(上右の円形は着底スイッチのおもりFG170

水深3,135m)

間は国際協力事業団の国連関係の沿海探査

集団研修コｰスで来日中の外人研修者12名

の研修及び実施訓練を同時に行った..

4.G昼79-2調査航海

(硫黄島･小笠原海域)

本航海は昭和54年度の最初の航海であり

4月16目から5月15目までの30日間にわた

って硫黄島一小笠原海域の調査を実施し

た.調査海域は南は南硫黄島とウラカ

ス島の中間点の北緯21.40'付近から北は

硫黄島北方の北緯25｡まで東はマリアナ

海溝東側の東経145｡付近から酉は四国海

盆南部の東経140｡(一部は137｡付遁)にまで�
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第3図伊豆･小笠原海城の調査測線･測点図(昭和54年度実施)

磯巾功･小野寺公児･肩橘嘉一原図�
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及び一つの完全な島弧海溝系をそのなかに含んでいる.

調査方法:航走観測としてはエアガンによる反射法

及び屈折法音波探査重力･磁力探査12kH･及び3.5

kH･音響測深機(PDR)による測深及び表層堆積層探査

を行い停船観測としてはドレッジピストンコアラ

フリｰフォｰル･グラブ及びロックコアラによる堆積物

と岩石の採取を実施した.フリｰフォｰル･グラブは

ドレヅジあるいはピストンコアラの使用時にあわせて海

中に投入されとりつけられたカメラによって海底写真

を撮影をするとともに海底におけるマンガン団塊の有

無を調査した.側線は地質構造の方向に直交するよう

に北部は東西方向に側線間隔15カイリ中部･南部は地

質構造にやや斜交して設定し部分的に間隔を8カイリ

にせぱめて調査した.なお船橋港と現場間の往復も

側線を設定して航走観測を行狂った.また.本調査海

域は従来の日本周辺海域と較べると陸上地質からの

情報が不足しているのでとくにこれまでまったく知

識が欠けていた南硫黄島に上陸して岩石採取を行った.

乗船研究者:第2表に示すように地質調査所海洋地

質部から6名技術部から1名調査研究補助員8名が

参加した.なお大町海洋地質部長の案内でフィリ

ピン政府鉱山局長工C.F醐N州D醐氏と同局海洋鉱物

資源部長C.RT週0D0B0氏が船橋港から八丈島まで乗

船し調査船とその調査機器調査方法等を視察した｡

第2表G歴79づ硫黄島･小笠原海域の

調査航海の研究班構成

一考

地

質

調

査

所

員

石原

磯山

湯浅

玉木

酉村

棚橋

村上

丈実

功

真人

賢策

昭

学

文敏

海洋地質部

技術部

海洋地質部

主席研究員総括

海底地形

操泥岩石

音波探査

採泥微化石

音波探査

NNSS重力

船

上

研

究

補

助

員

中本正泰

玉城勉

山形嘉一

河地和広

本間博司

天野伸一

半沢昌彦

大島徹

琉球大学学生

東京水産大学学生

〃

〃

採泥

〃

〃

〃

物理探査

客

員

大町北一郎海洋地質部長案内

工αフィリピン鉱山視察情無収集

F囲NムNDEz局長

��

フィリピン鉱山局〃

����

海洋鉱物資源部長

船橋～

八丈島

〃

経過:船橋を出港した当目19時から音波探査等を開

始その夜半から翌朝にかけて風速20皿を越すシケに見

舞われたが探査を続行したまま八丈島に向った.海

洋地質部長等が下船後天侯は回復し結果的にみると

視察中が本航海で最悪の海況だったとは気の毒である.

その後大陸斜面から海溝域にそって航走観測を続け

狂がら南下し2目後漸やく調査海域に到着北の測線

から順次航走観測を続け翌4月20目から採泥作業も開

始された.この間海況も穏やかであったのでまだ

岩石試料の得られていない南硫黄島(写真2)の上陸を策

し測線が最寄りの点を通過する4月23目を上陸目に予

定していたが当目は波が高く断崖絶壁の海岸に接近

でき狂かったので上陸を延期しそのまま調査を続けた.

海底岩石採取は海図上の海底の寓まりを選んで行わ

れる.その侯補地点が採泥に好都合な時間に到着する

ように測線長を調整しながら調査をすすめる.しかし

海図によると存在するはずの海山カ干発見できなかったり

写真2左は南硫黄島全最最高970mの火山島で

島1こは垂直の岩脈がいくつか見える

このように山頂が見えることは滅多にない

宥は南硫黄島上陸に向うボｰト�
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策3表GH79-2調査航海経過表

目数月目

天候

作業内容

1�4.16�鐙�船橋出港(13.00〕調査員会合調査関係者会合航走観測(物理探査)開始

2�17�半時�航走観測八丈島洞輸沢港で仮泊し3名下船(13,00)航走観測再開

3�18�半時�航走観測(エアガンプロトン重力3.5kHzPDR)

4�19�曇�同上

5�20�半時�航走観測地質試料採取(St.1493ドレツジ)

6�21�細雨�同上同上(St.1494ピストンフリｰフォｰル

���グラブ)

7�22�曇�同上同上(St.1495ドレツジSt1496ドレッジ)

8�23�曇�航走観測

9�24�曇�航走観測･地質試料採取(St,1497ドレヅジSt.1498ドレッジ)

10�25�半時�同上同上(St.1499ドレッジフリｰフォｰルグラブ)

11�26�晴�同上同上(St.1500ドレッジフリｰフォｰルグラブ)

12�27�晴�同上同上(St.1501ピストンフリｰフオｰルグラフ

���St.1502ドレツジ)

13�28�半時�同上同上(St.1503ドレッジフリｰフォｰルグラブ)

14�29�半時�同上同上(Sむ1504ドレッジフリｰフォｰルグラブ)

15�30�半時�航走観測離島調査(南硫黄岳)

16�5.1�半時�同上(11.00作業中止)父島二見港(12.OO入港16,OO接岸)

17�2�半時�補給二見港重力測定

18�3�曇�父島二見港出港(10,00)12.00航走観測

19�4�晴�航走観測･地質試料採取(St.1505ドレッジ)

20�5�半時�同上同上(St.1506ドレッジSt.1507ドレヅジ)

21�6�半時�同上同上(St.1508ドレッジ)

22�7�半時�同上同上(St.1509ドレッジSt.1510ドレッジ)

23�8�半時�同上同上(St.1511ドレッジSt.ユ512ピストンフ

���リｰフオｰルグラブSt.1513ドレッジ)

24�9�晴�同上同上(St,1514ドレッジSt.1515ドレッジ)

25�10�晴�同上同上(St.1516ピストンフリｰフォｰルグラブ)

26�11�晴�同上同上(St.1517ドレッジフリｰフォｰルグラブ)

27�12�雨�同上同上(St,1518ロックコアフリｰフォｰルグ

���ラブトレッジ)

28�13�半時�航走観測

29�14�雨�航走観測調査機器調査資料整備調査員会合

30�15�鐙�航走観測(5.00作業中止)10.OO船橋接岸

してその付近をうろついたあげく採泥を断

念することも数回あった.こうして20目か

ら29目までは航走観測と昼間1～2回の採泥を

くりかえした.

南硫黄島の上陸は父島二見港入港前目の4

月30目再度試みられた.さいわい風速5

m前後と海況は穏やかであったがそれでも絶

壁の海岸に波が打ちつけていた.昼すぎい

よいよ上陸開始湯浅･玉木両技官と白嶺丸の

石井一等航海士と渡辺･山本両氏カミコムボ』ト

に乗組んで出発適当に上陸地をさカミしながら

フリ_フォ_ルクラブ)島に近づき波にもまれなカミら何度か接岸を試

フリ_フォ_ルクラブ)みてやっと上陸に成功した.急いで岩石採取

フリｰフォｰルクラブを行ったあと離岸するときボｰトは大波を

フリｰフォｰルクラブ)かぶりサンプルの岩石塊を残して露頭をスケ

フリｰフオｰルクラブ)ツチした野帳･カメラ等一切合財を波にもって

いかれてしまった.不幸中のさいわいでボ

ｰトは転覆をまぬがれたものの船底には穴が

あきエンジンは破水して故障仕方なくヘル

メットで水をかい出しつつ手なれぬオｰルを

漕いでやっと本船にたどりついた次第である.

この光景を本船から眺めていた連中にはこの

間の約2時間が半目にも思われたことだった.

というわけで本誌上に南硫黄島の貴重な露頭

写真と上陸記念写真が掲載できなかったのは

はなはだ残念である.

5月1目から3目までは父島二見港に入港し

て補給休養を行った.

同港を出発してからは一気に南下しマリア

ナ舟状海盆北部とその両側の海嶺部の調査を

行いながら北上し5月12目マリアナ舟状海盆

最北部の狭長な谷と推定される地点で採泥作業

を行ったのち七島一硫黄島海嶺に沿って航走観測を続

けさらに3日間北上船橋入港当目の午前5時に音

波探査等を終了するといういそがしい行程であった.

以上の経過は第3表に要約される.

取得デｰタ:全航走距離5958.9カイリ音波探査測線

距離5622.0カイリ採泥点数26(st1493-1518)うちド

レッジ試料22(D316-337)ピストンコア試料(P142-

145)ロツクコア試料1(RC45)フリｰフォｰル･グラ

ブ試料10(FG165C-17辺C)である.なおこれ以外に

南硫黄島での岩石試料がある'(写真3).

5.GH79-3調査航海(小笠原･鳥島周辺海域)

本航海は前航海(GH79-2)に引き続いた航海であ

写真3南流硫島の岩石標本ソレイアイト玄武岩

とスコリア�
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ゆ前航海の終了地点から調査を開始し北上している.

5月28目に出航し7月6目までの40日間'調査を実施

し北緯25｡の北硫黄島周辺から北緯30｡の鳥島南方

までの海域西は四国海盆から東は伊豆･小笠原海溝を

越えて太平洋底までの範囲の調査を実施した.

調査方法:これまでとほぼ同様の調査方法がとられ

エアガンによる音波探査重力･磁力探査12畑zおよ

び3.5kHzPDRによる測深および表層堆積層探査ソ

ノブイによる屈折法探査ドレッジロックコアラｰ

ピストンコアラｰによる底質採取フリｰフォｰルカメ

ラおよびグラブによる底質採取と海底写真撮影を実施し

た.また今回は地質の判然としない無人島が海域

内に幾つかありこれらの陸上調査も実施した.

側線間隔は15マイルで主たる構造に直角になるように

設定しドレツジとロックコアラｰは固結岩の採取を目

的として行われ採取点の多くは基盤岩の高まりに集中

した.ピストンコアリングは堆積物の柱状試料の採取

を目的として行われ主として海盆域を中心として実施

されている.

乗船研究者:第4表に示されているように地質調査所

海洋地質部7名地質部1名技術部1名調査研究補

助員延べ11名が参加した(第4表).

第4表G亙79･3小笠原･鳥島周辺海域

調査航海の研究班構成

区分

船

上

調

査

研

究

補

助

員

氏名

本座栄一

小野寺公児

宮崎光旗

湯浅真人

玉木賢策

酉村昭

棚橋学

牧本博

斉藤英二

松原幸夫

片山敏男

楠本和貝リ

家入愛一郎

塩田光洋

山田憲次

国中泉

中村洋一郎

後藤一郎

吉井久仁予

斉藤正博1

所属

海洋地質部

〃

〃

〃

〃

〃

地質部

技術部

東京大学

東北大学

琉球大学

東京水産大学

〃

〃

〃

担当

主席研究員

総務

乎卓

採泥

音探

採泥

音探

採泥

位置

総括

地形

重力

地質

地質

堆積

磁探

地質

地形

地殻熟流量

採泥･音探

〃

備考

�　

船橋一父島

��

父島下船

〃

�　

船橋一父島

〃

�

父島一船橋

�㌀

父島一船橋

経過:5月28目船橋を出発し夕刻伊豆半島沖で南

北測線の調査に入る.人間は陸に住む動物であり海

の上に浮いている船に住むということは難しい.船と

いっても内海入江といった静かな所は陸と大差カミない

カミ時として大きく荒れる外洋は調査という目的をも

っていたところで嫌になることか時々ある.久しぶ

りに海に出て揺れる船に乗っていると陸上で発揮する

集中力の半分も出せないことカミある.これも何目か経

っと自然と馴れてきて陸上にいる時とさして違わない

状態となる･人間もある程度は環境に順応できる性質

があるようである.｢住めば都｣ということばも多

分にこのような順応性からきているものと察せられる.

私達は船に乗り調査することが仕事であり幾分の経験

から揺れる船に体を順応させる方法を本能的に身にっけ

ている.しかしなカミらほとんど初めてといっていい

くらい船に乗り込んだアルバイトの学生諾君は気の毒で

ある.調査海域まで何目もある時はゆっくり調整で書

るが今回のように出港してすぐ調査が開始される時は

たまらない.食事ができなかったりあちこちで吐い

たり一時的ではあるカミニ度と船に乗るまいと思つてい

ることと思われる･まず第一に神経を使うところで

ある.もっとも先天的に船に強く最初からケロッ

としている者もいる.数目が過ぎ皆が元気を取り戻

しだすと調査も熱が入ってくる.作業手順ものみ込み

黙っていても効率良く動き出す.調査海域最南端の北

緯25｡付近に来ると海も穏やかになり食欲も進み比

例してアルコｰルの消費量も増大するカミ調査は順調に

進む.2週間も経っとやがて父島に入港である.そ

の前目入港時の注意をしていると皆うわの空で目だけ

が輝やいている.さて上陸するとさんご礁で泳いだ

りサイクリングを楽しんだりさまざまであるがさ

る熱心な2名の研究員は島の地質調査と岩石サンプリン

グに汗を流したものだった.

やがて幾分の遊び疲れを残して出港である.同じ

ような調査が進み舞島列島を通過する時に時間を見計

らい嫁島にボｰトで上陸して陸上調査である(写真

4).陸上調査班2人船の乗組員3人でボ｣トに移

り島を目指して進んで行く(写真5).船から双眼鏡

で見ていると蟻みたいに小さくなった2人が右往左往し

て調査している.調査時間は1時間以内と伝えてある.

やがてもろぶた幾っかに相当する岩石をかかえて戻って�
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来る(写真6).

ナコウド

その次は媒島の調査である(写真7).島の周辺は浅

く潮の流れが激しい.大きな渦潮が幾つもできその

中をゴムボｰトが進んで行く.あまりいい気持ちでは

ない.やカミて入江に着き奥に進むと鮫がいっぱいい

る(写真8).船の乗組員カミおとなしい鮫だから大丈夫

と言ってもボｰトから水の中に降りボ｣トを砂浜に押

し上げる時は気がきではない.いっ足をがぶりとやら

れるかと思うと夢中にたってボｰトを押し上げる.鮫

の傍にボラのような魚が群れを成している.たまに漁

師釣人が来るらしくたき火の跡がある.島は山羊

の天下であり戦時中食用として連れて来た山羊カミ野性

化し何百頭という群れがけげんな顔で山の上からわれわ

れを見おろしている.木が少なく草の生い繁ったなだ

らかな丘が続く(写真910).夢中で調査し1時間

後には又ボｰトを入江に押出して本船に向かう.小

さなゴムボｰトから白嶺丸に近づくと船上装置の錆落し

のためハンマｰで鉄板をたたく音がカｰン･カｰンと

響いて来る.海面から見上げると巨大であり頼もし

い限りである.

父島にもう一度入港し北域の調査を継続して7月6

同船橋に帰港した.この間地殻熱流量測定を海盆底

で数か所実施しまた海溝底でピストンコァによる堆

積物の採取を行った(写真11).以上の経過は第5表に

示される.

取得デｰタ:全航海距離7360,4カイリ音波探査測線

長6450カイリ測点数41(･t1519-1559)うちドレッ

ジ試料22(D338-359)ピストンコア試料10(P146-155)

ロヅクコア試料7(RC46_52)ソノブイ1(SB11)フ

リｰフォｰルグラブおよびカメラ13(FG175-187)地

殻熱流量測点10点.

6.GH79-4航海(八丈島周辺海域)

本航海は前航海の調査終了地点から引き続いて実施さ

れ八丈島と御蔵島の中間で調査は終了した.八丈島

周辺は特に20万分の1海底地質図作成区域であるので予

写真4

黒島列島の嫁島

の全景(西南西

から望む)

島は安山岩質凝

灰負礫岩が主体

左側の傾斜面が

地層の傾斜を示

す

写真5

白嶺丸から嫁島に

向うゴムボｰト

写真7

鱗翻瀞董婁

安山岩質凝灰角

礫岩から放る�
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察的に多少詳しく調査を行った.八丈島北方には海上

保安庁水路部が最近発見した海底カルデラがありまた

漁場となっている海台がある.ここで2日間大型海底

試錐機MD500Hを使用してサンプリングを実施し海

底岩石コア採石に成功した.

媒島の入江でサメカ童群をなして泳いでいる(上方の水しぶき)

第5表G固79-3調査航海経過表

目数

写真8

写真9

媒島の安山岩質凝灰免礫岩

化した山羊か棲息している

なだらか枚丘から瓶ゆ野性

�

�

㌀

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

㈰

㈱

㈲

㈳

㈴

㈵

㈶

㈷

㈸

㈹

㌰

㌱

㌲

㌳

㌴

㌵

㌶

㌷

㌸

㌹

�

月目

�

�

の枕状溶岩

�

㈸

㈹

㌰

㌱

�

�

㌀

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

ユ4

�

�

�

�

�

㈰

㈱

㈲

㈳

㈴

㈵

㈶

㈷

㈸

㈹

㌰

ユ

天候

晴

〃

〃

暴

雨

曇

半時

曇

半晴

晴

半晴

晴

〃

〃

〃

半時

写真10媒島

時

半晴

晴

〃

曇

細雨

晴

半晴

作業内容

船橋出港(13:OO)物理探査

物理探査

同上

物理探査･採泥

同上

同上

同上

同上

同上地殻熱流量測定

同上

同上

物理探査･父島二見港入港(08:OO)

父島二見港資料整理補締

父島出港(16:00)物理探査

物理探査･採泥

同上

同上

同上

同上嫁島上陸地質調査

同上

同上

同上

同上ソノブイ調査

物理探査

同上･採泥

同上

物理探査･父島二見港入港(09:00)

父島二見港･人員交代･補給

父島二見港出港(15:OO)物理探査

物理探査･採泥

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

物理探査

同上東京湾仮泊(19:00)

船橋入港(09100)�
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調査方法

前航海同様の方法で調査を実施した.すなわち間隔

15カイリの側線に沿って重力･磁力探査エアガンによ

る音波探査120立方インチ(エアガン2個同時併用)を行

った.八丈島から鳥島にかけては伊豆･小笠原海嶺･

陸側海溝斜面にそってソノブイを使用して屈折法音波

探査を実施し海底地層の速度を測定した.採泥は特

に岩石採取に重点を置き主としてロックコアラトレッ

ジを使用した.岩石採取は酉から東へ西七島海嶺伊

豆･小笠原海嶺陸側海溝斜面および海側海溝斜面の岩

石が海底に露出する場所を選んで行われた.ロックコ

アラ使用の数地点では海底の岩盤露出状況を知る目的

でフリｰフォｰル･グラブに単発カメラを取り付け

海底撮影を行っている.八丈島北方の500m以浅の海

盆や海底カルデラ山頂の4点において海底試錐機MD

500H(マリンドリル)を使用して岩石コアを採取した｡

海底堆積物の採取はこれまで航海で地質的に代表的な場

所ですでに行っているので本航海では1点しかピスト

ンコアラ(8m長)を使用しなかった.その1点は海溝

の大洋側壁にある地溝部に集積した堆積物をねらって行

われたものでこれまでにこのようた場所で深海底堆積

物のコアが採取された例はほとんど狂い.位置の測定

には人工衛星測量が主として使用された.この海域で

はデッカおよびロランCによる位置の精度はかんばしく

ない.

乗船研究者:研究班の構成は地質調査所員延べ9名

外国人研修員1名および船上研究補助員(各大学の学生)

9名からなる(第6表).またフィリピン鉱山局の

DAcLIsON氏が海洋地質調査研修のため1か月間わ

れわれと行動を共にした.八丈島からは海底試錐機操

作整備のため鉱研試錐工業KKの石坂下･福西英二両氏

が4日間乗船試錐作業に協力された.伊豆大島から

は1週間の船上調査研修のため外国人研修員10か国12

名(第7表)および国際協力事業団平野偉氏が乗船された.

｡携㌦笠原海溝

灘底(水駅410m

写真火山灰質

のシルト･微細粒

…l1掌燃達こミ

､､,いる(黒い線状部

一ゴ分が砂質のラミ

ナ)

経過:7月13目13時船橋出港東京湾をでて野島崎

沖からエアガンを投入鳥島南方の前航海の側線終了点

まで約1目南下する.側線に入ってからは物理探査と

採泥の繰り返しであった.出港より八丈島入港までの

10日間はほとんど曇天で多少荒模様の目が続き梅雨前

線の停滞と低気圧の数度の通過で海は波浪があり乗船

数目間は学生諸君に船酔があったようである.しかし

欠勤もせず全員よく頑張ってくれた.採泥は黒潮の速

い流れと風波とがあいまって幾度か中止したり採取地

点を変更したりした.この時期は東京ではか決り低温�
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が続いており梅雨末期に当たっていた.八丈島入港

の前日より漸やく海況カミ安定して晴天どたり本格的た

夏か訪れた.7月23目10時八丈島底土港に投錨岸壁

に接岸できないため自嶺丸のボｰト及び夜間はチャ]タ

ｰ船で陸上と連絡した.23･24目両目八丈島で人員

の一部交代が行われ他は休養あるいは水泳島内見

物たどを行った.八丈島は若者の観光客にあふれてに

ぎやかに彩られており特に緑に映える真紅のノ･イビス

カスと八丈富士の美しい山容が印象的であった.沖合

停泊中調査航海のいくつかのシｰン撮影のため海洋

鉱物資源課の水野篤行課長と業務課の正井義郎技官が2

日間乗船した.また鉱研試錐工業KKの石坂福西

両技師が乗船した.その際調査用ドリルパイプを船

積みした.25目18時出港後本船は八丈島北方の海台に

向かい夜間を通じて試錐地点選定のため海台を精査し

た(第4図).

翌26目午前及び午後各1回海台頂部の水深167m

及び249mの地点でMD500H(写真12)による掘削作業

を実施し後者の地点でビｰチロックに似た砂質石灰岩

コア186c皿を採取した(写真13左).このときの海況は

比較的穏やかで(風速2-5m/…波浪0.2m)作業は成功

であった.27目午前は同海台中の別の地点水深180

mで掘削を行い石灰藻からなる石灰岩の134cm長の

コアを採取した(写真13右).同目午後場所を変えて

八丈島北方のカノレデラ(海上保安庁水路部が最近発見した)

に赴きカルデラ壁頂部の水深131mで掘削しコア長

55cmの火砕岩を採取した.海況は前日よりも穏やか

区分

地

質

調

査

所

研

究

員

船

上

調

査

研

究

補

助

員

客

員

第6表G昼79-4八丈島周辺調査航海の研究班構成

氏名

井上

石原

看橋

奥田

湯浅

玉木

酉村

酉村

棚橋

英二

丈実

嘉一

義久

真人

賢策

昭

清和

学

D且c皿s0N

本田信幸

宮原仁

山崎俊典

岡山修

上野浩司

永瀬武彦

岡本一宏

伊計伸

本村浩司

石坂了

福西英二

所属

海洋地質蔀

〃

〃

〃

〃

〃

麹当

主席研究員総括

乎卓

総務

音探

採泥

音探

採泥

乎卓

音探

重カ

地形

磁探

岩石

地質

堆積

重カ

磁探

フイリピン鉱山局研修

海洋鉱物資源都

東北大学

東京水産大学

〃

琉球大学

〃

〃

鉱研試錐工業

〃

採泥･物探

〃

〃

音探

採泥物探

∀

〃

海底試錐機操作

備考

八丈島乗船

大島下船

八丈島乗船

大島下船

大島下船

八丈島下船

大島下船

〃

〃

〃

�

八丈島下船

八丈島一大島

大島下船

八丈島乗･下船

で作業は順調であったが場所が黒潮真只中の孤立し

た海丘であるので潮流が激しく2ノット近くに達した

第7表

G亙79-4調査航海の海外研修員

丁

指導平野偉

目本

国際鶴カ事業団

�M.ELA肌MIム�バングラデシュ�ペトロ･バングラ(鉱物資源省石油公杜)�地球物理

�BHムGwANS畑AY�インド�石油天然ガス公杜(ONGC)�石油地質

�BA班BANGDwIYムNT0�インドネシァ�鉱山地質研究開発センタｰ�地質

海����

�GmムGANH,TUム�〃�石油天然ガス局�地質

外�Kム皿ALGHムN脳DI�イラン�優立イラン石油公杜�地質･地球物理

�KE1〕NPILPA弧�韓国�韓国地球科学鉱物資源研究所�地球物理

研����

�HA皿肌HYUNUs�マ1■一シア�ペトロナス石油資源開発公杜�地球物理

修�M.W.B酬AwDEs�ペルｰ�ペルｰ石油公杜�地質

�V0LエムIREMomE皿AY0R�フィリピン�天然資濾鉱山省鉱山局�地質

員����

�EDGARD0G0MAL醜�〃�〃〃�地衡

�PREEcHムLAocHU�タイ�産業省鉱物資源局�地質

�AHMEDM.S.MAJID�アラブ首長国連邦�石油鉱物資源省技術局�地質

GH794調査航海の海外研修員(沿海鉱物資源探査集団研修コｰス関係)�
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策4図八丈島北方の海台及びカルデラにおける試錐位置と側線

石橋･小野寺原図

ため掘削中の船の保持に船長は苦労した.大型海底

試錐機MD500Hを使用しての海底岩石採取技術は昨

年の隠岐諸島及び今回の作業ですっかり定着した感が

ある.不幸にして今回の調査海域では試錐機の最大

稼動水深500m以浅には適当な場所がきわめて少なかっ

たため多用には至らなかったが今後大いに活用される

11目午前9時

だが白嶺丸をDOMAに引渡すため

物品の荷降しに半目を要した(第8表).

べきである.石坂･福西両技師は

この成功を土産にして八丈島で28

日朝下船した.28目より8月4目

までこれまでと同様の調査を行い

5目午前10時伊豆大島の岡田港に

接岸する.同目夕刻国際協力事

業団の沿海鉱物資源探査集団研修コ

ｰスの外国人研修員12名が乗船して

にわかににぎやかになった.

6目12時30分同港出港後ただ

ちに音波探査に入りソノブイによる

屈接法探査を数時間実施した.側

線のっづきに入ってからは10目午

前中まで物理探査と採泥をくりかえ

し行うと同時に外国人研修員も作

業に加わって実地に研修を受けた.

この間をつうじて海況はやや不良で

あったカミ研修員一同よく頑張って

調査に協力してくれたのには感謝す

る.

船橋入港.すぐに解散したかったの

全搭載調査機器

取得デｰタ:全航海距離5,593.9カイリ

長4,99!.9カイリソノブイ1回(SB12)

音波探査測線

測点数29(･t

写真12大型海底試錐機MD500Hの揚収作業機器の

最大稼動水深500m掘削長最大6m

写真13八丈島北方の海台から海底試錐機で得た岩石コア

肴は石灰藻石灰岩

左は砂質石灰岩�
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戸R直E自工R洲≡1…0Topography
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第5図八丈島北方の“カルデラ"を横断する南北側線の重力異常と

磁気異常の断面ブｰゲ異常(仮定密度2.679/cm)はカ

ルデラ上で最大となる(石原文集･西村清和による)

1560～1588)うちドレッジ試料16(D361～376)ロック

コア試料12(RC53～64)ピストンコア試料1(P157)

フリｰフォｰル･グラブ及びカメラ3(FG188-190).

海底試錐コア3(H11～14).

7.おもな成果

以上の3航海をつうじて多くの地質学的地球物理学

的情報が得られそれらは目下解析中であり最終成果

は縮尺100万分の1海底地質図及びクルｰズレポｰトに

まとめられて公表されることに放っている.ここで

は調査航海終了直後の段階で判明した事実のうち興

味ある点をトピックス的に紹介する.

調査海域の概要:本調査海域は伊豆一小笠原島弧･

海溝系を包含し西は四国海盆東縁部'東は北西太平洋

海盆の西端に至る海域である.伊豆一小笠原島弧は南

北に縦走する3列の海嶺で構成されこれらは酉から西

七島海嶺七島･硫黄島海嶺及び小笠原海嶺である.

このうち地形上島弧のバックボｰンをなしているのは中

央の七島･硫黄島海嶺でこの海嶺上に北から大島三

宅島御蔵島八丈島スミス島鳥島西之島北硫

黄島硫黄島及び南硫黄島がほぼ南北に一直線にならぶ.

この海嶺は伊豆･小笠原島弧･海溝系の火山フロント

をなしている.この海嶺の東側に小笠原舟状海盆と

いう水深4000㎜の凹地をへだてて小笠原海嶺がある.

第8表G盈79-4調査航海の経過表

日数
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�

�

�

㈰

㈱

㈲

㈳

㈴

㈵

㈶

㈷

㈸

㈹

㌰

月目1

�

8､

�

�

�

�

�

�

�

㈰

㈱

㈲

㈳

㈴

㈵

㈶

㈷

㈸

㈹

㌰

㌱

�

�

㌀

�

�

�

�

�

�

�

�

天候

曇

晴

曇

晴

曇

曇

晴

〃

〃

〃

'一

時

曇

晴

〃

曇

作業内容

船橋出港(13:OO)物理探査

物理探査

物理探査･採泥

物理探査･採泥

物理探査･採泥

物理探査･採泥

物理探査･採泥

物理探査･採泥

物理探査･採泥

物理探査･採泥

物理探査･八丈底土港入港(10:00)

人員交代･補給

底土港出港(18:00)物理探査

物理探査･採泥

物理探査･採泥

物理探査･採泥

物理探査･採泥

物理探査･採泥

物理探査

物理探査･採泥

物理探査･採泥

物理探査･採泥

物理探査･採泥

岡困港入港(10:00)･人員交代

岡固港出港(12:00)物理探査

物理探査･採泥

物理探査･採泥

物理探査･採泥

物理探査･機器整備

船橋入港(09:OO)機材積降し作業

これは父島母島嫁島媒島聾島といった家族的

な名の島列でできている.この海嶺は伊豆一小笠原

島弧の中南部にだけ存在しその北と南の延長は定かで

ない.一方七島･硫黄島海嶺の西側にはそれほど

顕著ではないが西七島海嶺があってこれは北の神津

島新島等の島列の南延長とみなされるが本調査海域

南部付近では不明瞭となる.

本島弧の南にはマリアナ島弧と西マリアナ海嶺があっ

て両者は北に収れんして七島･硫黄島海嶺に地形上

連らなる.

伊豆･小笠原海溝とマリアナ海溝の接点には水深

1000mていどの小笠原海台が海溝を切るように東西に�
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走っている.

以上のようにたんに地形上からみただけでも伊豆

一小笠原島弧･海溝系はかなり複雑た構造と地史をもっ

た構造帯であることが推測される.伊豆一小笠原海溝

の形成以前いいかえると太平洋の海洋プレｰトカミ島弧

前面でもぐり込みはじめる以前には異なった形態･地

史をもった構造区カミあってこれらが寄せ集められて現

在の島弧系を形成したとも考えられるのである.

Y)小笠原海嶺前面の大陸斜面に分布する新第三系･第

四系と解される堆積層は層厚約1秒であり東北弧

に比較すると薄い.これは堆積物供給源である小

笠原海嶺が陸化していた時の問題に起因すると考え

られる.

Yi)小笠原海嶺は海溝側の大陸斜面が緩傾斜小笠原舟

状海盆側が急斜面となった非対称の海嶺でありこ

れは琉球マリアナ等にみられる島弧と同様の形態

である(第7図).

以下に断片南ではあるが調査結果をのべる.

i)マリアナ･西マリアナ両海嶺と伊豆･小笠原島弧と

の地質構造的対応をみるとマリアナ海嶺に対応す

るものは七島･硫黄島海嶺であり小笠原海嶺はマ

リアナ海嶺と海溝間の海溝斜面縁(T｡｡n.h.1.p.

b･eak)に相当するようにみえる.したがって小

笠原舟状海盆はマリアナ舟状海盆にではなくて隆

起部とマリアナ海嶺間の凹部(F｡｡｡｡｡｡b｡｡in)に対

応するようである.西マリアナ海嶺の北延長はい

まのところ明らかでない.

Yii)小笠原舟状海盆には発達段階の異なるいくつかの

地層カミ識別でき同海盆の形成過程がよみとれる.

また同海盆には七島･硫黄島海嶺の火山活動によ

る火砕質物質が多量に供給されていて他の舟状海

盆域と異なった様相がみられる.

viii)小笠原海嶺で従来岩石のサンプリングが行われて

いなかった鐸島列島から岩石を採取した.これは

父島列島と同様の凝灰角礫岩であり一部に凝灰岩

岩脈枕状溶岩カミ分布する(写真10).

えi)マリアナ舟状海盆は堆積層が薄く比較的最近形成

されかっ現在も形成されつつある地殻であると考

えられる.本海盆では比較的大きい磁気異常が

観測されるが明瞭な線状異常を示さない.これか

らみてこのような縁海の形成機構は大洋の中央

海嶺での形成機構と異なる点があるかもしれない.

またフリｰエア重力値は正異常を示し現在活動

している縁海であるためにマントノレ物質が地表近

くまで上昇しているためと解釈される.

iii)南硫黄島は火山灰層と溶岩流との成層及びそれをつ

らぬく多数の岩脈とからなる.同島に上陸して

それぞれ産状別に岩石採取を行ったが岩質は溶岩

流岩脈ともに暗灰色･黒色のソレイアイト質玄武

岩で(写真3)本島のすぐ北に位置する硫黄島の岩石

一トラカイト等とは相違しており注目すべき事実

と思われる.

i∀)本調査海域南部の七島･硫黄島海嶺東側の水深3000

m前後には深海平坦面がありここで中新世の有

孔虫が採取された.また現在水深800～1000血の

西マリアナ海嶺北端では浅海性の底生有孔虫が発

見された.･

iX)七島･硫黄島海嶺の構成岩石は第四紀の新期火山岩

類カミ主体でありその東側斜面には火山灰や軽石層

が広く分布している.

X)西七島海嶺を構成する岩石は火成岩類･堆積岩類が

主体であると推定されるが今回とくに同海嶺西端

の海山斜面から雲母片岩(写真!4)をドレッジにより

採取した.これはわずか1片の小岩片ではある

が表面は薄くマンガンで覆われているので海上か

らの人手による投棄物ではない.同海嶺からは従

来主として砂岩シルト岩火山角礫岩等が採取

されているが海嶺の性格についてはほとんどわか

っていない.今回採取した結晶片岩塊はわずか1

個にすぎないがそのもっ意味は非常に大きいとい

わねばならない.今後酉七島海嶺においてさ

らに岩石採取を行う必要がある.

xi)七島･硫黄島海嶺及び西七島海嶺上にはかなり広

範囲にわたってマンガン団塊カミ分布している(写真

15).分布密度成分等検討中であるが将来にお

いて探査実施の検討も必要であろう.

xii)八丈島北方の海台及びカルデラの頂部(水深135～24!

m)から砂質石灰岩を採取した.これは岩相か�
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策9表

昭和54年度伊豆

小笠原海域調査航海の総括表

航海番号�海域�期間�全航海音波探査距離測線長(カイリ)(カイリ)�測点数����*採取試料数�������

�����ドレヅジ�ピストンコア�回ツクコア�フリｰフォｰルグラフ･カメラ�試錐コア�実働�回航�避難�寄港�計�

�硫黄島･小笠原周辺海域■■■1■1■■■�54年�������������

GH79-2��4月16～5月15目�5,958.95,622,0■�26(st1493～1518)■■�22(D316～337)�4(Pユ42～145)�1(RC45)�10(FG165～174)�O�26.5�O.5�O�3�30�

GH79-3�小笠原･鳥島周辺海域�5月28目～7月6目�!7,360,416,450.O�41(st1519～1559)�22(D338～359)�10(P146～155)�7(RC46～52)�13(FG175～187)�O�33.5�2�O�4.5�4030�

GH79-4�八丈島周辺海域�7月13貝～8月11目�5,593.9�i�4,991.9�29(st1560～ユ588)�16(D361～376)�1(Pユ57)�12(RC53～64)�3(FG188～190)�4(H11～14)�24�2.O�O�4

3航海�3海城�100日間�18,913,217,063.9�96�60�15�20�26�4�94�4.5�O�11.5�100�

����注:*採泥点数カ茎測点数より多いのは同一測点で何種類かの採泥を行ったためである�����������

注.

採泥点数カ茎測点数より多いのは同一測点で何種類かの採泥を行ったためである

ら判断すると海岸ないし極浅海成の堆積物であり

恐らく海水面低下時における産物と推定される.

氷河時代にはこれらの海山は火山島として海上に

現われていたであろう.

xiii)伊豆一小笠原･マリアナ両海溝の境界にある小笠

原海台は白亜系の岩石からなると推定される.海

溝底には海台からの堆積物の供給がある.この堆

積物は海溝軸に沿って運搬されているようである.

XiV)従来海溝側斜面の地溝･地塁帯から岩石を採取し

た例はほとんどなかった.今回この地塁斜面から

深海底堆積物の下位を構成する岩石を採取した.

これはチャｰト及び固結シルト岩であり目下時

代を検討中である(写真16).

謝辞:本稿を草するにあたり白嶺丸船長奥村英明氏以

下乗組員のかたがた各大学の学生諸君の御協力に深甚の謝意

を表します.また小笠原の陸上調査で五洋建設株式会社小

笠原工事事務所長松村国男氏はじめ西本純太氏その他のがたが

たの御協力を得ました.また南硫黄島での遺失物拾得に海

上保安庁水路部測量船明洋の航海長宮澤益実氏をわずらわしま

した.以上の方々に厚く御礼申し上げます.

写真14西七島海嶺(水深231⑪蘭)のドりジで採取し淀雲母片岩

(左から2番舅)と叩ン球ン鰯機(左端)及び硬質頁岩

(右端及ぴ為から2番目の小片費個)

写真15伊豆･小笠原海域のマンガン団塊

写真16伊豆･小笠原海溝の海洋側海溝壁(水深8350m)から

ドレッジで採取したチャｰトの岩片�


